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や消費順序遵守型モデルの提案がされている。また、様々な種類の PQP が提案され、Verilog HDL な





された 2DQ についてプログラミング可能な半導体デバイスである FPGA への実装を試みた 。
FPGA への実装にあたり、回路規模の見直しや実装環境が元の設計とは異なることから生じた不具
合の解消、内部メモリにアクセスするためのメモリの設計変更など、シミュレータ上ではなく
FPGA という実際のハードウェア上で 2DQ を動作させるための設計変更を行った。設計変更後の
論理合成の結果、実装に必要なロジック・エレメント数は 98,233 でターゲットとした Altera 社の
FPGA Cyclone  EP3C120Ⅲ が内蔵するロジック・エレメントの約 78%の回路規模となり、タイミン
グ制約に内部クロック周波数を 5MHz とした配置配線を行い、FPGA へのコンフィギュレーション
が可能な実際のハードウェアとしての 2DQ を実現することができた。
